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Ⅰ.はじめに 

 平成 23（2011）年 3 月 11 と日に発生した東日本大

震災から、まもなく 8 年が経過しようとしている。宮城

県によると 1）、平成 30（2018）年 11 月 11 日現在、県

内の被害状況は、人的被害が、死者 10,564 人、行方

不明者 1,222 人、重傷 502 人、軽傷 3,615 人、住家・

非住家被害が、全壊 83,004 棟、半壊 155,130 棟、一

部破損 224,202 棟、床下浸水が 7,796 棟、非住家被

害 26,796 等であり、被害額（継続調査中）は 9兆 984

億円である。 

このような状況を踏まえ、宮城県では、震災復興計

画 1）が策定されており、平成30年（2018）度は、「発展

期」の初年度に位置付けられている。この「発展期」は、

「県勢の発展に向けて戦略的に取組を推進していく」

ものとされ、政策推進の基本方向として、「震災復興

の総仕上げ～力強くきめ細やかな復興の推進～」、

「地域経済の更なる成長」、「安心していきいきと暮ら

せる宮城の実現」、「美しく安全なまちづくり」の 4 つが

設定されている。 

そして、復興に向けた主な取り組みとして、「被災者

の生活再建を進め、安心して暮らすことのできる良好

な生活環境を確保するとともに、環境保全など現代社

会を取り巻く諸課題に対応した社会の形成」を目指し、

災害公営住宅が整備され（県内21市町で15,570戸・

進捗率 98.4％、仙台市 3,179 戸・進捗率 100％）、防

災集団移転促進事業が実施されている（195 地区・造

成工事着手率 100％）1）。応急仮設住宅入居戸数の

ピークが平成24（2012）年現在の47,861戸 1)であった

ことを踏まえると、        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約 33%が災害公営住宅に住まいを移し、生活を営ん

でいることが推測される。 

そのような動向を踏まえ、宮城県では、平成 27

（2015）年度より、災害公営住宅入居者の健康調査 2)

が実施されている。この調査は、「応急仮設住宅等か

ら災害公営住宅に入居するに伴って、様々な健康問

題の発生が懸念されることから、入居者の健康状況を

把握し、要フォロー者を必要な健康支援に結びつけ

るとともに、施策展開の基礎資料すること 2)」を目的と

したものであり、世帯の状況、体調、相談相手の有無、

要介護認定の状況等 15 項目について調査が行われ

ている。例えば平成29（2017）年度の調査結果におい

て 2）、世帯人数は「1 人」が 46.8％と最多、独居高齢

者世帯の全世帯に占める割合が 29.5％、職業は「無

職」が43.8％と最多であった。また、疾病の状況は「病

気がある」が 62.6%、体調は「あまり良くない」「とても悪

い」が 22.5％、不安、抑うつ指標（K6）で 13 点以上が

8.4％、65 歳以上に占める要介護・要支援認定者の

割合は 15.9％であった。さらに、不眠の状況は「眠れ

ない」が 16.7％、飲酒の状況は「朝又は昼から飲酒す

ることがある」が 2.3%、相談相手の有無「いない」が

21.5%、行事への参加状況が「参加していない」が

59.4％であった。 

また、沖永ら 3)は、災害公営住宅に住む高齢者の

諸問題として、「5 年かけて培った仮設生活への順応

と、共に耐えてきた近隣住民との絆のリセット」「高い

高齢化率と、高齢入居者の殆どが老々ないし独居」

「“終の棲家”としての災害公営住宅…予定外の老後」

「先祖代々の、または汗して働いて得た土地や家屋な

大学シーズと地域ニーズのマッチングによる効果的な地域震災復興支援策の模索 
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ど、物的な喪失」「楽しく家族と過ごした過去との決別

など、精神的な喪失」「生きる目的が曖昧な日々（生き

がい）、社会との疎遠化と孤立化（社会的役割）」「慣

れない高層集合住宅」「仮設高齢者の認知機能は比

較的低下傾向…そのまま災害公営住宅に移住」の 8

つを挙げている。  

これらのことを踏まえると、災害公営住宅に入居す

る被災者の生活の質には、疾病の有無や健康状態に

加え、物理的環境、世帯の状況、生活習慣、他者との

交流等、さらには生きる意味や目的までもが関連して

いることが推測される。 

さて、本研究グループでは、平成 29（2017）年度よ

り、仙台市荒井地区の災害公営住宅を中心とした、大

学シーズと地域ニーズのマッチングによる効果的な地

域震災復興支援策を模索している。仙塩広域都市計

画、仙台市荒井土地区画整理事業竣工記念紙 4）によ

ると、荒井地区は、広大な田園地域から急激に市街

化が進行した地域であり、昭和 61（1986）年度から平

成 30 年度にかけて土地区画整理事業が行われた。

加えて、平成23（2011）年に発災した東日本大震災か

らの復興においては、公園や小学校予定地に応急仮

設住宅が整備されると共に、防災集団移転地区の整

備が進められ、防災集団移転による住宅、災害公営

住宅（集合住宅・戸建住宅）が建設された。さらには、

平成 27（2015）年 12 月の仙台市地下鉄東西線開業

に伴い「荒井駅」が新設され、多く一般住宅も建設さ

れている。 

このことは、災害公営住宅に居住している被災者が、

沖永ら 3）があげた 8 つの諸問題に加え、まち自体が

発展途上であること、多様な背景を有する住民が生

活圏を一にすることに関係する生活課題さらには健

康課題を抱えている可能性を示唆するものである。 

そこで、本研究グループは、2018（平成 30）年度の

研究活動として、効果的な地域震災復興支援策を策

定するための基礎的資料を得ることを目的に、公衆衛

生看護学における「地域診断 5)6)」の手法を活用し、荒

井東災害公営住宅に居住する住民の健康課題とそ

の構造に関する情報収集ならびに分析を行った。 

Ⅱ.研究方法 

1.地域診断とは 6) 

1)定義 

地域診断とは、住民の健康状態や生活および生活

環境の実態を把握し、健康課題とその背景、関連す

る資源や強みを明らかにして、地域で取り組むべき健

康課題を特定することであり、課題解決の方法を見出

すプロセスであり技術である。 

2)地域診断の過程 

 地域診断は、「データ収集・分析」、「健康課題の特

定から計画策定」の 2 段階を経て実施される。1 段階

目の「データ収集・分析」においては、①既存の情報

収集・分析、②質問紙調査、③観察・インタビューなど

が実施され、得られたデータをもとに、2 段階目の「健

康課題の特定から計画策定」が実施される。 

 

2.データ収集および分析方法 

 2018（平成 30）年度は、荒井東災害公営住宅に居

住する住民の生活圏である荒井地区（荒井 1 丁目か

ら 8丁目、荒井東 1丁目から 2丁目、荒井南）を対象

とし、以下の 3つの観点から、地域診断の過程におけ

る「既存の情報収集・分析」を行った。 

1)荒井地区の人口構造の特徴について 

仙台市公式Webサイト「統計情報せんだい 7）」に掲

載されている仙台市住民基本台帳を用い、荒井地区

に関するデータを収集し、表と図に整理した。また、

同Webサイトに掲載されている「地域情報ファイル（七

郷小学校区）8）」「小学校学区マップ 9）」「七郷小学校-

地域の概要-10）」からも関連するデータを収集した。 

そして、研究グループメンバーで検討し、得られた

データの特徴を見出した。 

2)荒井地区の各種生活資源の特徴について 

ゼンリン住宅地図 11)から荒井地区を抽出し、各種

地図記号を参考にしながら、当該地域の物理的環境

を把握した。また、荒井東災害公営住宅に居住する

住民の生活圏に着目し、各種生活資源（店舗、金融

機関、保健・医療・福祉機関、治安機関、交通機関等）

のマッピングを行った。 
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さらに、「七郷中学校区版認知症ケアパス 12）」「地

域情報ファイル（七郷小学校区）8）」、「仙台市交通局

運行系統図 13）」からも保健・医療・福祉機関、地域活

動団体等）に関するデータを収集した。 

そして、これらのデータを踏まえ、荒井東災害公営

住宅（荒井東市営住宅）14）からの距離、徒歩での移動

時間を、Google map を用い算出し、各種生活資源へ

のアクセスの可能性について、研究グループメンバー

で検討した。 

3)荒井地区に関する出来事について 

 河北新報データベース 14）を用い、「荒井東」をキー

ワードとして記事を検索し、全紙面を精読した。そして、

収集した記事から、荒井地区に関する出来事や話題

を抽出し、東日本大震災に関するものと荒井地区の

開発・まちづくりに関するものに分類した。 

そして、研究グループメンバーで、荒井地区に関す

る出来事に対する荒井東災害公営住宅に居住する

住民の意味づけについて検討した。 

 

3.研究期間 

 研究期間は、2018 年（平成 30）年 6 月から 2019 年

（平成 30）年 1月であった。 

 

4.倫理的配慮 

 本研究において分析に用いたデータは、すべて既

存資料から抽出したものである。そのため、引用に際

しては、出典を明示するようにした。 

 

Ⅱ.研究結果 

1.荒井地区の人口構造の特徴について 

仙台市住民基本台帳 7）によると、2018（平成 30）年

10 月 1 日現在で、人口が最も多いのは、荒井 7 丁目

で 2,098 人、次いで荒井 4 丁目 1,688 人、荒井南

1,488人、荒井東市営住宅がある荒井東2丁目は999

人であった。年齢 3 区分別人口では、いずれの地域

も生産年齢人口が最も多いが、荒井東 2 丁目は、老

年人口も 401 人と多かった（図 1）。 

年齢 3 区分別人口割合でみると、荒井 1 丁目から

8丁目においては、似た傾向を示すが、荒井駅に最も

近い荒井東 1 丁目は生産年齢人口割合が 85.5％と

非常に高く、荒井東市営住宅がある荒井東 2 丁目は

老年人口割合が 40.1％と非常に高かった（図 2）。 

老年人口割合が非常に高い荒井東 2 丁目につい

て、5歳階級別人口を確認したところ、65歳から 60歳

の男性が 61 名と最も多く、次いで 90 歳以上の女性

が 53 人、65 歳以上の女性が 47 人となっていた（図

3）。 

さらに、荒井東 2丁目の 65歳以上について、1 歳

階級別人口を確認したところ、最も多いのは 68 歳男

性で 16 名、次いで多いのは 69 歳男性と 66 歳女性

で 13名、65 歳男性と 81 歳女性で 12名であった。

性別別の傾向としては、男性は前期高齢者、女性は

後期高齢者の人数が多かった（図 4）。 

 また、仙台市地域情報ファイル（七郷小学校区）8)の

人口総数および世帯数について、旧荒浜小学校との

統合以降の推移をみても、著しく増加している地域で

あることが示されていた（図 5）。 
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図1 荒井地区年齢3区分別人口（2018年10月1日現在）7)
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図4 荒井東2丁目 男女別年齢別人口（2018年10月1日現在）7)
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※平成 28年 4月に荒浜小学校と統合。平成 21年、平成 26年のデータは、旧荒浜小学区を除く

データ。 

図 5 地域情報ファイル（七郷小学校区）8) 
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図 6 七郷小学校区 9) 
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図 7 地域の概要（七郷小学校区）10) 
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2.荒井地区の各種生活資源の特徴について 

（図 8～図 18、表 1～4） 

荒井地区の物理的環境として、県道（荒井荒町線、

荒浜原町線）及び主要な市道には歩道、横断歩道、

信号機が整備されており、ほぼ平坦であった。 

住宅の形態としては、集合住宅が多いエリア、集合

住宅と戸建て住宅が混在するエリア、戸建て住宅が

多いエリアに分類された。市営地下鉄荒井駅に近い

荒井東 1 丁目は集合住宅が多く、荒井 6 丁目と荒井

3 丁目、荒井 7 丁目西側は集合住宅と戸建て住宅が

混在、荒井 7 丁目東側、荒井 8 丁目および荒井東 2

丁目は戸建て住宅が多かった。荒井東地区には荒井

東災害公営住宅（集合住宅型）として荒井東市営住

宅があり、その周囲は、ほぼ戸建て住宅という状況で

あった。 

災害公営住宅として整備された荒井東市営住宅は、

2015（平成27）年2月に完成した1棟、2015（平成27）

年 5月に完成した1棟の全2棟で構成されており、い

ずれも階数は 11 階、敷地中央に地域住民の交流拠

点となる開放型広場および集会場が設置されていた。 

また、荒井東災害公営住宅（荒井東市営住宅）を

拠点とし、居住する住民の各種生活資源を確認したと

ころ、商業施設は、スーパーマーケット、ドラッグストア、

コンビニエンスストア、レストランが徒歩 5 分圏内、保

健・医療・福祉施設は、地域包括支援センターが徒歩

5 分圏内、病院・介護老人保健施設が徒歩 10 分圏

内、クリニックが徒歩15分圏内、「交流・息抜きが出来

る場所」として設定された各種活動も徒歩 10 分圏内

で多く行われていた。郵便・金融施設は、銀行・郵便

局が徒歩10分圏内となっていた。仙台市南警察署荒

井交番が距離 1.7Km、徒歩 21 分と遠方であるが、建

設中の若林警察署の完成に伴い、治安施設も徒歩

10 分圏内となる予定である。教育機能と行政機能を

併せもつ七郷市民センターは徒歩 20 分圏内となって

おり、他の社会資源と比較し、移動に時間を要する状

況であった。 

交通機関へのアクセスとしては、荒井東二丁目およ

び荒井八丁目バス停が徒歩5分圏内、地下鉄荒井駅

が徒歩 15 分圏内となっていた。バスは利用可能な系

統が 2 系統あり、荒井駅を経由し、七郷市民センター、

若林区役所、仙台駅へとアクセス可能なルート、六郷

地区を経由して仙台駅へとアクセス可能なルートがあ

った。地下鉄東西線は、荒井駅から仙台駅まで 6駅、

所要時間は 6分となっていた。 
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図 8 若林区荒井 3丁目付近 11） 
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図 9 若林区荒井 6丁目付近 11) 
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図 10 若林区荒井 7丁目付近 11） 
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図 11 若林区荒井東 1丁目付近 11） 
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図 12 若林区荒井 7丁目、荒井東 2丁目付近 11） 
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図 13 若林区荒井 7丁目、荒井 8丁目、荒井東 2丁目付近 11) 
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①駅：仙台市営地下鉄東西線荒井駅 

（距離 1.1Km、徒歩 14分） 

①スーパーマーケット： 

サンマルシエ荒井東店 

（距離 750ｍ、徒歩 9分） 

①コンビニエンスストア 

（ 

仙台市荒井東市営住宅 

①市民センター：七郷市民センター 

七郷証明書発行センター 

（距離 1.3Km、徒歩 16分） 

①病院 

①郵便局：荒井東局 

（距離 750ｍ、徒歩 9分） 

①ドラッグストア：         

ツルハドラッグ荒井東店 

（距離 210ｍ、徒歩 3分） 

①病院：葵会仙台病院 

（距離 500m、徒歩 6分） 

①警察署：若林警察署 
（建設中） 

①バス停：荒井八丁目 

（距離 300ｍ、徒歩 4分） 

①バス停：荒井東二丁目 

（距離 260ｍ、徒歩 3分） 

①コンビニエンスストア：  
ファミリーマート荒井東店 

（距離 270ｍ、徒歩 3分） 

図 14 仙台市荒井災害公営住宅に居住する住民の生活圏および主要な生活資源 

①診療所：のぐち内科クリニック 

（距離 1.1Km、徒歩 14分） 

①レストラン：まるまつ荒井東店 

（距離 210ｍ、徒歩 3分） 

①地域包括支援センター： 

七郷地域包括支援センター 

（距離 230ｍ、徒歩 3分） 

①銀行： 

七十七銀行サンマルシエ荒井東出張所 

（距離 750ｍ、徒歩 9分） 

①銀行： 

七十七銀行ヤマザワ荒井店出張所 

（距離 1.0Km、徒歩 12分） ①ドラッグストア：カワチ薬
局荒井駅前店 

（距離 500ｍ、徒歩 8分） 

①スーパーマーケット：      
ヤマザワ荒井店 

（距離 1.0Km、徒歩 12分） 

①コンビニエンスストア：    
ファミリーマート荒井店 

（距離 400ｍ、徒歩 5分） 

①介護老人保健施設：葵の園
仙台東 

（距離 500m、徒歩 6分） 

徒歩 5分圏内 

徒歩 10 分圏内 

徒歩 15 分圏内 
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図 15 七郷中学校区マップ 12） 
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表 1 介護保険事業所 12） 
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表 2 病院・受診・薬について 12） 

 



 

23 

 

 

 

 

 

  

表 3 交流・息抜きができる場所 12） 
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表 4 地域活動団体 8) 
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図 16 仙台市市営バス運行系統図 13） 



 

26 

 

 

 

図 17 荒井東市営住宅の概要 14） 
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図 18 荒井東市営住宅の概要 14） 
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3.荒井地区に関する出来事について 

 荒井東災害公営住宅に居住する住民が体験した荒

井地区における出来事およびそれらへの意味づけに

ついて検討するため、河北新報データベース 15）を用

い、「荒井東」をキーワードとして検索された記事を抽

出した。 

それらを時系列に沿って整理したところ、東日本大

震災およびその被災者に関連する記事として、①防

災集団移転および災害公営住宅に関する検討、②防

災集団移転および災害公営住宅の整備、③防災集

団移転および災害公営住宅への入居、外部からの支

援活動④自治組織の立ち上げ、外部からの支援活動

という経過が見受けられた。 

また、荒井地区の開発やまちづくりに関連する記事

として、①地下鉄東西線の開業、②荒井地区への各

種生活資源（駅、店舗、金融機関、治安機関、保健・

医療福祉機関）の整備、進出、一般の戸建住宅団地

の整備という経過が見受けられた。そして、これら双方

の経過が関連付けられる形で「まちづくり」の活動が

展開されてきた、という特徴が明らかとなった（表 5～

表 12）。 

そこで、これら 2 つの分類について、記事数を分析

したところ、防災集団移転および災害公営住宅の検

討、整備、そして入居が一段落する 2014（平成 26）年

度半ばまでは、東日本大震災およびその被災者に関

連する記事が多く、2015（平成 27）年度以降は、荒井

地区の開発・まちづくりに関する記事が多いという傾

向が見受けられた。 

また、東日本大震災およびその被災者に関する記

事として、2014（平成 26）年度までは、震災からの復

興に向けた記事が多数を占めていたが、2015（平成

27）年度以降は激減し、さらに 2017（平成 29）年度以

降は、「災害住宅家賃を仙台市が誤徴収/荒井東など

119世帯分（2017/5/27）」「仙台・災害住宅家賃問題/

引き上げに反対来月署名提出へ/入居者会見

（2017/6/1）」「宮城・本年度 収入超過世帯／災害公

営住宅 家賃９万円増も /岩手では減免措置

（2018/4/6）」「災害公営住宅男性孤独死か/仙台

（2018/12/29）」など、震災からの復興や被災者の生

活上の困難さを示す記事が目立つようになっていた

（表 13、図 19～図 20）。 
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表 5 東日本大震災以降の新聞記事一覧（荒井東）15） 

2011（平成 23）年 4月 1日から 2012（平成 24）年 3月 31日 

※個人の見解を取り上げた記事等を除く 

※分類１：東日本大震災に関連した記事、分類２：荒井地区の開発・まちづくり等に関連した記事 

 

  

整理

番号 
種類 発行日 見出し 

分

類 

1 朝刊 2011/6/1 
東日本大震災／仙台市、災害住宅２０００戸を整備／第１期は２０１３年度、４地区に

６００戸 
1 

2 朝刊 2011/8/23 ２０１１仙台市議選 復興市政を問う（３）／地下鉄東西線／費用対効果、期待と不安 1 

3 夕刊 2011/10/12 
動き始めた復興計画・仙台（５完）／移転先どこに（仙台市宮城野区・蒲生地区 若

林区・荒浜、藤塚地区）具体案見えぬ地区も 
1 

4 朝刊 2011/11/26 
東日本大震災／東部沿岸地域住宅再建／移転対象の８割容認／仙台市住民調査

区域外も３割 
1 

5 朝刊 2012/1/24 
次世代型都市「スマートシティー」／仙台・荒井東で事業構想／日立とＮＴＴグルー

プ４社／大規模太陽光発電を導入 
2 

6 朝刊 2012/1/26 
仙台・荒井東「スマートシティー」構想／地元と本格協議開始／日立とＮＴＴグルー

プ３月末めどに新組織 
2 

7 朝刊 2012/1/30 東日本大震災／「住みよい街をみんなの声で」／移転協議会スタート／仙台・荒浜  1 

8 朝刊 2012/2/2 
どうなる地域再建 仙台・集団移転をめぐって（下）／決まらぬ移転先／希望の土

地、実現に壁 
1 

9 朝刊 2012/2/17 
東日本大震災／仙台沿岸部「集団移転先で再建」半数／対象住民に市が意向調

査 復興住宅２２％希望／集合と戸建て、拮抗 
1 

10 朝刊 2012/2/17 石巻・牡鹿半島にメガソーラー／東北最大、２０１３年８月稼働／東京・石巻２社 2 

11 朝刊 2012/3/2 
東日本大震災／復興公営住宅・集合タイプ／家賃、市営住宅と同水準／仙台市方

針 戸建て１万～２万円高く 
1 

12 朝刊 2012/3/3 
東日本大震災／復興交付金、第１回配分決定／東北に２４８０億円／宮城、要求の

６割弱 
1 
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表 6 東日本大震災以降の新聞記事一覧（荒井東）15） 

2012（平成 24）年 4月 1日から 2013（平成 25）年 3月 31日 

※個人の見解を取り上げた記事等を除く 

※分類１：東日本大震災に関連した記事、分類２：荒井地区の開発・まちづくり等に関連した記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整理

番号 
種類 発行日 見出し 

分

類 

13 朝刊 2012/4/11 
仙台・荒井東「スマートシティー」構想／清水建設など新たに５社参加／震災復興、

街づくりに意欲 
2 

14 朝刊 2012/5/9 
東日本大震災／仙台市の復興公営住宅整備概要／開放型広場で交流促進／田

子西など４地区分公表 
1 

15 朝刊 2012/5/11 
東日本大震災／仙台沿岸部の移転先、荒井地区が人気／居住者の７割が申出書

提出 
1 

16 朝刊 2012/5/29 東日本大震災／災害公営住宅、整備開始１５９７戸／宮城県まとめ  1 

17 朝刊 2012/8/25 被災宅地復旧など補正予算案８６億円／仙台市提出へ  1 

18 朝刊 2012/9/3 
東日本大震災／集団移転事業／仙台市「荒井駅北を除外」／説明会始まる／宅地

抽選は１１月から 
1 

19 朝刊 2012/10/19 東日本大震災／復興公営住宅に桜の植樹費寄付／仙台グリーンライオンズク  1 

20 朝刊 2012/10/24 
東日本大震災／仙台市の集団移転先、荒井西と荒井南／雨水対策、排水管整備

で 調整池は造成せず／宅地確保、工期短縮も 
1 

21 朝刊 2012/11/2 東日本大震災／災害公営住宅、事業着手２７７７戸／宮城・１０月末現在  1 

22 朝刊 2013/1/23 
仙台・荒井東「スマートシティー」構想／２０１５年度実現へ推進母体／参加企業と地

元地権者／具体的取り組み協議 
2 

23 朝刊 2013/1/29 
仙台・荒井東「スマートシティー」構想／荒井東まちづくり協フォーラム／スマートシテ

ィー学ぶ／「ビジネスにも便利な街に」 
2 

24 朝刊 2013/1/31 仙台・若林署、荒井東に建設／県、用地５８００平方メートル取得  2 

25 朝刊 2013/2/1 仙台・若林署、２０１７年度完成目指す／荒井東に新設決定／住民避難場所も確保 2 

26 朝刊 2013/3/9 
東日本大震災／復興進む－被災地からの報告／宮城・女川町、仙台／地元企業

奮闘で活力 元気なまちづくりへ交流 
1 
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表 7 東日本大震災以降の新聞記事一覧（荒井東）15） 

2013（平成 25）年 4月 1日から 2014（平成 26）年 3月 31日 

※個人の見解を取り上げた記事等を除く 

※分類１：東日本大震災に関連した記事、分類２：荒井地区の開発・まちづくり等に関連した記事 

 

整理

番号 
種類 発行日 見出し 

分

類 

27 朝刊 2013/4/24 東日本大震災／災害住宅の省エネ、運用事業者募集／仙台市、２５日説明会  1 

28 朝刊 2013/4/27 東日本大震災／仙台・集団移転／田子西地区宅地申し込み／市、５月１１日開始 1 

29 朝刊 2013/5/1 
東日本大震災／災害公営住宅、３５６６世帯が入居希望／仙台市調査／６月に募集

方法公表 
1 

30 朝刊 2013/6/7 
東日本大震災／災害公営住宅、各棟に一般抽選枠／世代多様化、孤立防ぐ／仙

台市 
1 

31 朝刊 2013/7/3 
東日本大震災／仙台・荒浜まちづくり協、夏祭りで住宅相談会／７日・サンピアにブ

ース 集団移転、スムーズに 
1 

32 朝刊 2013/7/12 
東西線の宿題 １００万都市の断面 震災後の仙台（中）／沿線開発／地権者同意、

地域で濃淡 
2 

33 朝刊 2013/7/13 
東日本大震災／住宅再建の相談会も／仙台・荒浜まちづくり協が夏祭り／元住民ら

集団移転に備え 
1 

34 朝刊 2013/7/16 
東日本大震災／仙台・若林の復興住宅／市、電力供給システムの担当事業者を選

定 
1 

35 朝刊 2013/7/26 
１００万都市の断面 震災後の仙台／将来の維持費どう減らす／災害公営住宅・か

さ上げ道路…／国の補助見込めず／厳しい財政、対策必要 
1 

36 朝刊 2013/8/28 
東日本大震災／新生活をイメージしやすく／仙台市、災害公営住宅の冊子作成 間

取り、周辺情報一目で 
1 

37 朝刊 2013/9/4 
東日本大震災／仙台の災害公営住宅／タクシー送迎、下見サポート／県協会地区

総支部 ９月中旬から、貸し切り運賃３割引きに 
1 

38 朝刊 2013/9/22 東日本大震災／仙台・集団移転／荒井東地区の宅地、２９日受け付け開始  1 

39 朝刊 2013/10/10 東日本大震災／仙台・集団移転／荒井東５１区画、２２世帯分決定  1 

40 朝刊 2013/10/20 東日本大震災／災害公営住宅の入居者２次募集、２１日開始／仙台市  1 

41 朝刊 2013/11/5 
東日本大震災／災害公営住宅２００戸増設／仙台市、２０１５年度入居／計３２００戸

に 
1 

42 朝刊 2013/11/12 東日本大震災／災害公営住宅１６％着工／宮城県内・１０月末  1 

43 朝刊 2013/11/30 東日本大震災／災害公営住宅６棟の募集開始／「一般抽選」対象／仙台市  1 

44 朝刊 2014/1/1 東北再生 あすへの針路／提言から見る現状と課題／本格復興へ転換の年  1 

45 朝刊 2014/1/22 東日本大震災／初抽選、２０９戸決まる／災害公営住宅、仙台市一般枠  1 

46 朝刊 2014/2/6 
東日本大震災３年／被災地のいま（５完）／内陸避難の葛藤＜下＞／自治体、定住

支援に苦慮／沿岸人口流出懸念／被災者意向も大切 
1 

47 朝刊 2014/3/26 東日本大震災／公営住宅完成、初の民間整備／仙台・若林  1 
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表 8 東日本大震災以降の新聞記事一覧（荒井東）15） 

2014（平成 26）年 4月 1日から 2015（平成 27）年 3月 31日 

※個人の見解を取り上げた記事等を除く 

※分類１：東日本大震災に関連した記事、分類２：荒井地区の開発・まちづくり等に関連した記事 

 

整理

番号 
種類 発行日 見出し 

分

類 

48 夕刊 2014/4/4 地下鉄がやって来る 仙台市東西線１５年開業（２）／荒井／街づくり、いっきに加速 2 

49 朝刊 2014/4/8 
東日本大震災／仙台・災害公営住宅／集合型の入居本格化／４地区５６４戸分住

民に鍵引渡し 
1 

50 朝刊 2014/4/8 
東日本大震災／仙台・災害公営住宅／環境の変化、近所付き合い…／コミュニティ

形成課題 
1 

51 朝刊 2014/7/8 
東日本大震災 焦点／仙台市の災害公営住宅／「ペット帯同」「車いす」限定 ミス

マッチ空室 1割超 
1 

52 朝刊 2014/8/28 
東日本大震災／被災地の野菜お届け／仙台・移動販売店、３０日オープン／大学

生団体運営農家の思いも紹介 
1 

53 朝刊 2014/9/4 東日本大震災／被災地産野菜に人だかり／大学生ら移動販売開始／仙台・若林  1 

54 朝刊 2014/9/7 東日本大震災から３年半 焦点／災害公営住宅（下）／新たな自治組織、産声 1 

55 朝刊 2014/9/29 
東日本大震災／新たな絆育てよう／災害公営住宅に町内会／仙台・若林「荒「荒井

東」と宮城野「田子西」／１０月活動スタート 
1 

56 朝刊 2014/10/8 東日本大震災／エレベーター２基に不具合／仙台・荒井東の災害公営住宅  1 

57 朝刊 2014/10/12 東日本大震災／木々と共に新町内会歩む／仙台「荒井東復興公営住宅」で植樹  1 

58 夕刊 2014/10/18 
再生せんだい ひと模様（１１６）／ＲｅＲｏｏｔｓ（リルーツ）販売チームリーダー 宮川あ

かりさん（１９） 被災農家の野菜、災害住宅で販売／地元の人々つなげたい 
1 

59 朝刊 2014/10/24 東日本大震災／トルコ政府高官、復興状況を視察／仙台  1 

60 朝刊 2014/11/13 仙台・荒井東に初のマンション／発展見込み１２２戸分譲へ  2 

61 朝刊 2014/12/12 心を癒やす優しい音色／中高生がハンドベル演奏／仙台・災害公営住宅  1 

62 朝刊 2015/1/1 
仙台市地下鉄東西線 １２月６日開業予定／伊達な街、新局面へ／十字描く軌道、

効果に期待 
2 

63 朝刊 2015/1/8 東日本大震災／仙台市の災害公営住宅／４３３戸２次募集  1 

64 朝刊 2015/2/13 東日本大震災／仙台市の災害公営住宅／１６４世帯が当選／「一般枠」２次募集分 1 

65 朝刊 2015/2/17 宮城県２０１４年度補正予算案／１２９０億円減額補正へ／復旧事業の遅れ影響 1 

66 朝刊 2015/2/18 宮城県議会開会／「創造的復興を完遂」／村井知事が施政方針  2 

67 夕刊 2015/2/27 １２月開業 空から拝見 仙台市地下鉄東西線かいわい／１３駅目 荒井 2 

68 朝刊 2015/2/28 
２０１５ 学生駆ける～地域の明日へ～（３）／東北・新潟８新聞社共同企画 農家と

消費者の架け橋に 
1 

69 朝刊 2015/3/1 
再生の針路 （１）仙台市／住まい再生 集団移転 造成完了へ／復興の鍵 新旧

住民 融和促進を 
1 

70 夕刊 2015/3/11 みらいん ゆうかん ３月号 新旧住民の共助目指す 1 

71 朝刊 2015/3/23 荒井東に町内会／仙台／集団移転住民ら設立  1 
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表 9 東日本大震災以降の新聞記事一覧（荒井東）15） 

2015（平成 27）年 4月 1日から 2016（平成 28）年 3月 31日 

※個人の見解を取り上げた記事等を除く 

※分類１：東日本大震災に関連した記事、分類２：荒井地区の開発・まちづくり等に関連した記事 

 

 

 

 

 

整理

番号 
種類 発行日 見出し 分類 

72 朝刊 2015/4/11 地下鉄東西線／沿線のにぎわい 創出へ知恵絞る／仙台でセミナー  2 

73 朝刊 2015/4/18 地下鉄東西線／荒井駅駐車場 ２００台に／仙台市／来月から委託業者募集  2 

74 朝刊 2015/5/21 
区画整理中／路上駐車に住民苦慮／仙台・荒井東で問題化／私道扱いでモラ

ル頼み 
2 

75 朝刊 2015/6/20 仙台・東西線／荒井駅前 大規模開発へ／大和ハウス／ホールなど建設  2 

76 朝刊 2015/7/15 千葉・富里市農協／仙台の被災者に特産スイカ贈呈  1 

77 夕刊 2015/7/22 
やりましょう盆踊り 深めましょう交流を／来月１日、仙台・荒井東の災害住宅／

みこしやスイカ割りも 
1 

78 朝刊 2015/8/2 
駆ける 踊る 一緒に／被災地夏祭り ２町内会合同 笑顔の輪拡大／仙台・荒

井東  
1 

79 朝刊 2015/9/18 仙台市／対象外被災者にも分譲／集団移転地 来月から公募  1 

80 朝刊 2015/9/26 東北ミニ情報 荘内銀 荒井支店開設へ  2 

81 朝刊 2015/11/1 
結ぶ・切り拓く 仙台市地下鉄 東西線開業まで１ヵ月 （１）二つの起点駅／開

発熱 際立つ温度差  
2 

82 夕刊 2015/12/4 
こちら荒井臨時支局です 荒井東でわいわい／１２、１３日 街開きイベント「あら

フェス」／復興への誓い、東西線開通／交流広げる第一歩 
2 

83 朝刊 2015/12/10 
仙台市地下鉄東西線 荒井に商機 支店続々／東北の銀行／集団移転や宅

地開発／ローン需要に照準  
2 

84 夕刊 2015/12/12 
こちら荒井臨時支局です 復興へ一歩 荒井東から／街開きイベント「あらフェ

ス」開幕／地元住民／料理、地酒でもてなし 
2 

85 朝刊 2015/12/13 仙台市地下鉄東西線 街開き 復興の息吹／荒井東で「あらフェス」開幕   2 

86 夕刊 2015/12/18 
こちら荒井臨時支局です Ｘマス会、みんなに笑顔を／荒井東・災害公営住宅

入居者ら／２０日開催／歌・ゲーム 準備着々 
1 

87 朝刊 2015/12/31 
住まいの再建 着々／２０１５年 首長の言葉で振り返る／ゆったりした部屋で新

生活を／まちびらき 共に力合わせて 
1 

88 夕刊 2016/2/3 
地下鉄がやって来た 仙台・東西線１３駅 開業１ヵ月（１３完）荒井／新しい街は

胎動段階  
2 

89 朝刊 2016/2/23 集団移転用地／空き区画 被災者以外にも／仙台市、山元町 分譲へ  2 

90 朝刊 2016/3/17 仙台／被災者以外にも宅地分譲／来月５日受け付け  2 
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表 10 東日本大震災以降の新聞記事一覧（荒井東）15） 

2016（平成 28）年 4月 1日から 2017（平成 29）年 3月 31日 

※個人の見解を取り上げた記事等を除く 

※分類１：東日本大震災に関連した記事、分類２：荒井地区の開発・まちづくり等に関連した記事 

 

 

 

 

  

整理

番号 
種類 発行日 見出し 分類 

91 朝刊 2016/4/20 仙台市・防災集団移転 ◎用地／東西線効果か／荒井の一括分譲 ４社応募  2 

92 朝刊 2016/5/19 地元住民らが手仕事市開催／仙台・荒井で２２日  2 

93 夕刊 2016/7/22 
青空の下 交流を／仙台・荒井東災害住宅／ゲートボール用具を日本連合寄

贈／「健康や生きがいづくりに」 
1 

94 朝刊 2016/8/23 
奥山流の座標 仙台市長２期目 残り１年（中）安定の実相／「市役所一家」の

声 再び  
1 

95 朝刊 2016/9/15 
肢体不自由者らの人形劇団「フレッシュ」／災害住宅に笑顔運ぶ／仙台で公

演・１７～１９日／「一緒に楽しんで」 
1 

96 朝刊 2016/10/9 ＹＯＳＡＫＯＩ １６０チーム熱演舞／仙台・きょうまで  1 

97 朝刊 2016/11/23 東西線開業１周年／荒井車両基地で２７日フェス開催  2 

98 夕刊 2016/12/19 
消える小字／区画整理で来夏ごろ大規模地番変更／仙台・荒井／歴史、愛着 

名残惜しむ声も 
2 

99 朝刊 2017/1/4 
仙台市、荒井の公園にフットサル場／都市再生法人に運営委託／全国初／利

益を維持費に／東西線の利用促進も期待 
2 

100 朝刊 2017/1/5 仙台市長年頭会見／本庁舎建て替え 来月方針／音楽ホール 判断先送りも  2 

101 夕刊 2017/2/24 
仙台・長喜城 農地を宅地化／東西線・荒井駅へ１キロ／１９年分譲／３００人

住む街へ 
2 

102 朝刊 2017/3/21 気持ち 明るく／話して 聴いて  災害住宅でお茶会／仙台・若林 1 
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表 11 東日本大震災以降の新聞記事一覧（荒井東）15） 

2017（平成 29）年 4月 1日から 2018（平成 30）年 3月 31日 

※個人の見解を取り上げた記事等を除く 

※分類１：東日本大震災に関連した記事、分類２：荒井地区の開発・まちづくり等に関連した記事 

 

 

  

整理

番号 
種類 発行日 見出し 

分

類 

103 朝刊 2017/4/22 災害に強い庁舎目指す／県警／仙台・若林署の概要公表  2 

104 夕刊 2017/4/22 
被災地医療の即戦力に／仙台・荒井／看護専門学校が開校／「災害看護学」も履

修／１期生８２人 意欲の春 
2 

105 朝刊 2017/4/25 
台湾の自転車メーカー／ジャイアント 仙台に直営店／ツール・ド・東北 パートナー

企業／９月１５日開店 
2 

106 朝刊 2017/5/1 教訓胸に／深／荒井東町内会 ４周年で祭り／仙台・災害公営住宅  1 

107 朝刊 2017/5/3 演劇やお笑い にぎわい創出／仙台ギグス落成式  2 

108 朝刊 2017/5/11 サイクリング文化発信／ジャイアントが店舗着工／仙台  2 

109 朝刊 2017/5/27 災害住宅家賃を仙台市が誤徴収／荒井東など１１９世帯分  1 

110 朝刊 2017/6/1 仙台・災害住宅家賃問題／引き上げに反対 来月署名提出へ／入居者ら会見  1 

111 朝刊 2017/7/12 
荒井で育て Ｊ選手／ベガルタ仙台 ジュニアスクール開校へ／公園内施設で９月

から 
2 

112 朝刊 2017/8/24 荒井駅周辺 街歩き楽しんで／仙台・来月３日フェス  2 

113 朝刊 2017/9/2 
仙台・荒井 公園内スポーツパーク／元気な街へキックオフ／民間運営 サッカース

クールも開校 
2 

114 朝刊 2017/9/13 仙台・荒井／地名 小から丁目に／市、１６日１８０ヘクタールで地番変更  2 

115 朝刊 2017/10/17 津波で全壊 仙台荒浜郵便局移転／「荒井東」に改称・再開  2 

116 朝刊 2017/11/29 荒井西の新町名「なないろの里」／仙台市、来年６月施行へ  2 

117 夕刊 2017/12/21 
荒井駅周辺 医療整備進む／新病院開業、モールも建設中／仙台／東西線沿線

人口増に対応  
2 

118 朝刊 2018/2/9 新たな人の流れ期待／荒井の区画整理 ３１年越しの完成／仙台市が竣工式  2 
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表 12 東日本大震災以降の新聞記事一覧（荒井東）15） 

2018（平成 30）年 4月 1日から 2019（平成 31）年 12月 31日 

 

※個人の見解を取り上げた記事等を除く 

※分類１：東日本大震災に関連した記事、分類２：荒井地区の開発・まちづくり等に関連した記事 

  

整理

番号 
種類 発行日 見出し 

分

類 

119 朝刊 2018/4/8 憩いの場 荒井の顔に／「東１号公園」全面オープン／仙台  2 

120 朝刊 2018/4/26 
宮城・本年度 収入超過世帯／災害公営住宅 家賃９万円増も／岩手では減免措

置 
1 

121 朝刊 2018/6/15 ようこそ「なないろの里」／荒井西 あす町名変更／仙台  2 

122 朝刊 2018/7/14 仙台で来月横綱土俵入り  1 

123 朝刊 2018/8/14 震災復興願い 横綱土俵入り／仙台  1 

124 朝刊 2018/9/2 仙台・荒井 祭りづくし／「あらフェス」「バス・ちか祭り」／きょう  2 

125 朝刊 2018/11/1 仙台市花壇コンクール／最優秀賞に旭丘小  1 

126 朝刊 2018/11/1 都市公園コンクール／仙台・荒井ＴＭ 会長賞を受賞／市長に報告  2 

127 朝刊 2018/12/29 災害公営住宅 男性孤独死か／仙台  1 
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表 13 東日本大震災以降の新聞記事一覧（荒井東）分類別 

                                            本（％） 

  東日本大震災関連 荒井地区の開発・まちづくり 計 

2011（平成 23）年度 9（75.0） 3（25.0） 12（100.0） 

2012（平成 24）年度 9（64.3） 5（35.7） 14（100.0） 

2013（平成 25）年度 20（95.2） 1（4.8） 21（100.0） 

2014（平成 26）年度 19（79.2） 5（20.8） 24（100.0） 

2015（平成 27）年度 6（31.6） 13（68.4） 19（100.0） 

2016(平成 28)年度 5（41.7） 7（58.3） 12（100.0） 

2017（平成 29）年度 3（18.8） 13（81.3） 16（100.0） 

2018（平成 30）年度 5（55.6） 4（44.1） 9（100.0） 

計 76（59.8） 51（40.2） 127（100.0） 

                             ※2018年度のみ 12月 31日現在まで 
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※2018年度のみ 12月 31日まで 
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図19 東日本大震災以降の新聞記事本数の推移（荒井東）

東日本大震災関連
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図20 東日本大震災以降の新聞記事割合の推移（荒井東）

荒井地区の開発・まち
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Ⅳ．考察 

1．荒井東災害公営住宅に居住する地域住民の生活

と健康課題とその関連要因について 

1)荒井地区の人口構造の特徴と健康課題 

 荒井地区の人口構造の特徴としては、全体的に生

産年齢人口割合が高い中、災害公営住宅を含む荒

井東2丁目のみ、老年人口割合が高いことが明らかと

なった。そして、男性は前期高齢者の割合が高く、女

性は後期高齢者の割合が高いということも明らかとな

った。また、このように、荒井地区は全体的に生産年

齢人口の割合が非常に高く、一見すると高齢化の進

行には至っていない。しかし、生産年齢人口の中には

就業している者も多いことを考慮すると、実際の人口

に比して昼間人口が非常に少ないことが予測される。

さらに幼稚園児、小学生、中学生が就学中であること

も踏まえると、老年人口割合が低い地域も含め、日中、

荒井地区の住宅地で生活しているのは高齢者が大多

数を占めることも予測される。 

高齢社会白書 16）によると、75 歳以上になると要介

護の認定を受けている人の割合が大きく上昇する。ま

た、介護が必要になった原因としては、「認知症」が最

も多く、次いで「脳血管疾患」「高齢による衰弱」「骨

折・転倒」があり、男性は「脳血管疾患（脳卒中）」、女

性が「認知症」が特に多くなっていることが挙げられて

いる。これは、荒井東災害公営住宅に居住する住民

にも想定されることである。 

また、東北福祉会 17）によると、荒井東震災公営住

宅（荒井東市営住宅）に居住する住民のうち、調査に

協力が得られた対象について、世帯人数は 2人が 45

世帯、独居が 21 世帯となっており、また独居世帯は

60代が8人、70代が7人、80代が3人となっていた。

また 2人世帯のうち 70 歳以上の夫婦世帯が 18 世帯

となっていた（いずれも 2016（平成 28）年度データ）。

このような単身世帯や高齢世帯において介護を要す

る状態になるということは、老老介護や孤独死のリスク

の上昇にもつながると考えられる。 

さらに、東北福祉会 17）によると、健康について困っ

ていることがあるとの回答した世帯は 43%にのぼり、整

形疾患、内科疾患を挙げた世帯がそれぞれ約 30%ず

つであった。また、辻 18）によると、若林区荒井東地区

の震災公営住宅居住者は、主観的健康感が「あまりよ

くない」者が 22.2％、「よくない」者が 4.4％、アテネ不

眠尺度による睡眠障害も、6 点以上の「睡眠障害が疑

われる」者の割合が 40.0％と、荒井東地区防災集団

移転団地居住者より高くなっていた。 

大規模災害における保健師の活動マニュアル 19）に

よると、「フェーズ5-2復興支援期・後期」においては、

起こりうることとして、「長引く被災生活のストレスが蓄

積する」「被災者の高齢化に伴い、要介護者が増加

する」「死亡や転出入による家族構成の変化が進む。

地域によっては、若い世代の流出による人口減少と

高齢化の進行や単身世帯の増加が予想される。」「生

活不安から抑うつ傾向が増加する。自殺者が増加す

る。」「住み慣れてきた仮設、復興住宅から再び移動

することに伴い、環境に馴染めずに新たな健康問題

が起こる」「外部支援が終了する」が挙げられている。 

これらは、荒井東災害公営住宅に居住する住民に

も想定される内容であり、住居の種類や生活背景を

踏まえた介護予防活動およびメンタルヘルス対策の

必要性、高齢者の日中の生活行動に着目したソーシ

ャルサポート構築の必要性が示唆された。 

2）荒井地区の生活圏の特徴と健康課題 

 荒井東災害公営住宅に居住する住民の生活圏とし

て、荒井地区の物理的環境、生活資源およびそれら

へのアクセスについて検討した。物理的環境としては、

地区内はほぼ平坦であり、起居移動動作能力が低く

い住民に配慮されていること、歩道の整備、信号機の

整備も適宜であり、安全確保されていることが明らかと

なった。また生活資源として、金融機関、公的機関、

店舗も散在しており、利便性は高い。また、保健・医

療・福祉機関も数多く存在し、地域住民の交流・息抜

きを意図した活動も多く行われている。 

その一方で、東北福祉会 17）が 2016（平成 28）年度

に実施した調査によると、日常生活について困ってい

る事、心配な事として、約 30％が「ある」と回答し、「交

通インフラ」に関することが 19％、「スーパーがない」
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が 15%となっていた。また、外出についても 37％が「あ

る」と回答し、「バスが少ない」「地下鉄が遠い・乗れな

い」「スーパーが遠い（重い荷物を持って歩行できな

い等）」「病院が遠い」「タクシー代が高い」等の回答が

得られている。 

この調査が実施されてから2年が経過し、生活圏に

おける各種生活資源は増加し、利便性は向上してい

ると推測されるが、その一方で、荒井東震災公営住宅

に居住する高齢者の回答を踏まえると、生活者の主

観的な利便性とのギャップが生じている可能性も考え

られる。たとえば、徒歩を移動手段の中心とした場合、

後期高齢者にとっては、歩行補助具を使用したとして

も、ある程度の移動距離・時間的な持久性が必要に

なると思われる。また、住み慣れない環境において、

各種生活資源の場所と道順を記憶すること、場合によ

っては、エレベータや信号機の操作も必要となる。さ

らに、これらの生活資源は、外出という主体的行動が

伴ってはじめて可能となるものである。加齢に伴う

ADL の低下、認知機能の低下に加え、メンタルヘル

スにも関連した生活不活発、家族や地域における役

割の喪失、生きがいの喪失は、外出意欲の低下や外

出機会の減少を招き、さらなる ADL の低下、閉じこも

り、社会的孤立を招く可能性もある。 

 これらのことより、地域住民の ADL の低下を予防す

るための方策として、起居移動動作能力測定（能力の

把握と提示）、活動状況把握、起居移動動作に影響

する疼痛有無調査、ならびに、認知機能、外出意欲

や外出機会の維持向上に向けた方策が必要であると

考えられた。 

3)荒井地区での出来事に対する意味づけと健康課題 

 荒井東地区に着目した新聞記事を分析したところ、

荒井東災害公営住宅に居住する住民は、これまでも、

そして現在も東日本大震災の影響を受けつつ生活を

営んできたことが浮き彫りとなった。 東日本大震災後

3 か月から復興計画が始まったものの、移転先など具

体的検討には大きな問題があり、計画が定まらない状

況が続いたこと、そしてそのような経過を経て災害公

営住宅に入居し、新しいコミュニティでの生活が開始

されたこと、新しいコミュニティにおいては、住民自治

組織が結成され活動を開始し、外部からの被災者支

援活動も実施されていたこと、を読み取ることができた。 

本多 20）は、仮設住宅から災害公営住宅に入居当初、

被災者の「仮設生活とのギャップに悩む高齢者」の様

子を浮き彫りにしている。そして、集合住宅型の災害

公営住宅の問題として「あえて意識してコミュニケーシ

ョンを取らないと、近隣の入居者の顔が見えず、鉄扉

と厚いコンクリート壁の向こうで、互いがどういう生活を

しているのかが分からない」ことを挙げている。荒井東

災害公営住宅に居住する高齢者の中には、このよう

な体験をしている被災者も存在することが推測される。 

また、その一方で、荒井地区全域では、都市計画

（次世代型都市構想・スマートシティー構想）、地下鉄

東西線の整備が進められていたこと、そして商業施設

等や駐車場、マンションや戸建てが整備され、まちの

発展が進行していったことも、読み取ることができた。

さらにこれらの経過の中で、「住みやすい街」のための

まちづくり協議会が動き出したり、世代の多様性から

「孤独」が懸念され、それを予防するための、夏祭り・

盆踊りというコミュニティづくり・交流が図られ、荒井地

区全域を対象としたフェスティバルも開催されていた

ことも読み取ることができた。 

しかし、「本格的復興へ」との見出し（2014．1.1）に

あるように、このあたりから、東日本大震災の記事が減

少し、まちづくり記事が多くなっていたことを踏まえると、

東日本大震災によって大きな影響を受けた被災者に

とっては、急激な開発と発展が、自分たち以外の住民

ベースで進められていくように認識され、震災の風化、

生活の困難感の増強、社会的孤立を実感しながら生

活を営んでいる可能性が懸念される。 

沖永ら 3)は、災害公営住宅に住む高齢者の諸問題

として、「5 年かけて培った仮設生活への順応と、共

に耐えてきた近隣住民との絆のリセット」「高い高齢化

率と、高齢入居者の殆どが老々ないし独居」「“終の棲

家”としての災害公営住宅…予定外の老後」「先祖

代々の、または汗して働いて得た土地や家屋など、物

的な喪失」「楽しく家族と過ごした過去との決別など、
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精神的な喪失」「生きる目的が曖昧な日々（生きがい）、

社会との疎遠化と孤立化（社会的役割）」「慣れない

高層集合住宅」「仮設高齢者の認知機能は比較的低

下傾向…そのまま災害公営住宅に移住」の 8 つを挙

げ、児玉・小木曽 21）は、被災地における復興複合期

の現状と支援課題として、災害公営住宅では、「住環

境への不適応と孤立や閉じこもり」「コミュニティの再

構築」「周辺地域を含めた自治活動の新たな運営」を

挙げている。 

荒井東災害公営住宅を含む荒井地区には、東日

本大震災以前から居住していた住民、災害防災移転

団地に居住するようになった住民、災害復興公営住

宅に居住するようになった住民、仙台市営地下鉄東

西線の開業や荒井地区の開発により居住するように

なった住民等、多様な背景を持つ住民が居住してい

る。東北福祉会 17）によると、荒井東災害公営住宅（荒

井東市営住宅）居住者の多くが仙台市内の沿岸部で

被災し、市内での避難生活を経て現住所に移り住ん

だと思われることが指摘されている。 

荒井東災害公営住宅に居住する住民においても、

複数回の転居に伴う、住環境や人間関係の劇的な変

化を経験している人が多いことが推測され、先の指摘

に類似する課題を抱えている可能性、さらには荒井

地区の特徴から生じる課題を抱えていることが想定さ

れ、地域住民の体験世界を捉え、それらに沿った支

援策を講じる必要性が示唆された。 

2.大学シーズと地域ニーズのマッチングによる効果的

な地域震災復興支援策の模索に向けて 

本研究においては、荒井東災害公営住宅に居住

する住民の生活圏である荒井地区に焦点をあて、既

存資料の分析を通じ、地域の健康課題とその関連要

因の明確化を試みた。その結果、一点目として、荒井

東災害公営住宅を含む荒井東 2丁目は、他地区と異

なり、老年人口割合が高く、高齢者が抱える健康課題

と被災者が抱える健康課題の双方を見据えながら、

介護予防やメンタルヘルス対策、ソーシャルサポート

の構築を講じていく必要があることを示唆した。また二

点目として、荒井東災害公営住宅に居住する住民の

生活圏は、物理的環境、生活資源とも整備されている

が、その活用においては、外出という主体的行動が伴

う必要があること、その行動が生起するためには、

ADL の維持と併せ、役割や生きがいの維持・獲得も

重要であることを示唆した。さらに三点目として、荒井

東災害公営住宅に居住する住民の、荒井地区に関

する出来事に対する意味づけにおいては、東日本大

震災からの復興に伴う経過の中で、戸惑いや困難を

感じている可能性を挙げ、それらに共感し、それらに

沿った支援策を講じていく必要性を示唆した。 

児玉・小木曽 21）は、復興複合期においては、「居所

変化に対応した支援やつながりの継続、取り組みの

住民参加によって、『自立支援の視点からの地域支

援』が求められており、専門職中心のシステム化や新

たなシステムの導入よりも、支え合いや支援の圏域や

拠点に関しエリアを保ちつつ、これまで生まれてきた

多様な機能・資源をエリア内でネットワーク化し『地域

としての支え合いの力』を高めることが有効である」こ

とを示唆している。また、大規模災害における保健師

の活動マニュアル 19）においても、復興支援期・後期の

留意事項として、「産業振興を含めた地域づくり、まち

全体を復興させる取組みが必要である」「新たな市街

地に形成されたコミュニティへの働きかけや、ソーシャ

ルキャピタルの醸成が必要である」が挙げられている。 

荒井東災害公営住宅に居住する住民が、その人ら

しい人生を全うするためには、荒井地区全域を念頭

におき、新たなまちを創造していこうとする人々、資源

および取り組みが多く存在する中、そのネットワーク、

換言すれば「支え合いの力」の一要素として、本学の

保健・医療・福祉の総合大学であるという強み、それら

の専門職を目指す学生が存在するという強みを生か

し、貢献することが求められると考えられる。その際に

は、住民の体験やそれらへの意味づけに耳を傾け、

継続した関心と共感を寄せ、共に歩む姿勢を持つこと

が重要であろう。 

3．今後の課題 

 本研究においては、荒井東災害公営住宅居住者の

健康課題と関連要因を明らかにする一歩として、荒井
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地区に関する既存資料を用いて分析を行った。その

ため、先に述べたような、地域住民の生活に対する意

味づけやニーズを捉えるまでは至っていない。 

 次年度においては、地域の中のキーパーソン、地域

住民へのインタビュー等を通じて、質的な情報を収集

し、今年度に得られた結果と統合して、健康課題とそ

の関連要因を明らかにすること、支援策の試案を作成

し、その実現可能性を模索することを課題としたい。 

 

Ⅴ.おわりに 

 今年度の研究においては、荒井東災害公営住宅に

居住する人々に焦点を当て、既存資料の分析を通じ、

荒井地区の人口構成の特徴、荒井地区の生活圏の

特徴および住民の体験世界について検討を行った。

さらに次年度は、インタビュー等を通じ、質的な情報

を得ることにより、健康課題と関連要因を明らかにし、

有効な復興支援策を検討したい。 

 また、これらの研究活動の過程自体が、荒井東災害

公営住宅のみならず、被災地や被災者と共に歩むこ

とを意味し、被災者のその人らしい人生を全うすること

に貢献しうる可能性をもった取り組みであることを念頭

に置き、引き続き研究活動に取り組んでいきたい。 
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